
ア　結果書名

イ　発行機関

□有

■無

１　調査名
訪問型病児保育に関する市民意識調査

□基幹統計調査　□一般統計調査　■地方公共団体が行う統計調査　□業務統計　□その他

２　実施機関名 （国等の機関）　―

（担当部課及び担当）淀川区保健福祉課（子育て支援）

イ　調査内容 ■意識調査　　□実態調査

４　調査対象 (１)調査対象の範囲 大阪市内在住で、かつ平成 26 年度において小学校 3年生以下の児童（乳幼含む）の保護者

(２)地域的範囲 ■全市　□市の一部区域　□その他（　　　　　　　　　　）

３　目的 ア　調査目的 児童の発熱等急な体調不良で保育所に預けられない場合に、保育者が家庭訪問して児童のお世話を
する「訪問型病児保育」に関する認知、経験意識等を測定・分析し、今後の施策参考とするため。

５　調査方法
(１)選定方法 □全数　□無作為抽出　■有意抽出

(２)選定に使用する名簿等 インターネットを利用したウェブアンケート調査

イ　抽出率　―(３)客体数 ア　500人

６　調査頻度
■新規　□継続（開始年次・年度：　　　　　　　　　　　）

(１)調査の周期 ■１回限り　□月　□四半期　□半年　□１年　□2年

□3年　□5年　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

７　調査期日又は期間 平成27年1月29日　～　平成27年2月4日

８　調査の実施期間 同上

９　調査票
(１)配布・回収の方法 □郵送等　□調査員　■インターネット　□その他（　　　　　　　　　　　　　）

(２)記入の方法 ■報告者　□調査員　□その他（　　　　　　　　　　　　　）

10　調査系統 事業者→報告者→事業者→市

病児保育サービスの認知・利用状況
淀川区の訪問型病児保育事業について
訪問型病児保育について、さらにあれば望ましいと思うサービス等（自由記述）

11　主な調査事項

■公表　□非公表　□一部公表　□公表予定

ウ

ホームページ
への掲載

(２)方法

12　公表

訪問型病児保育に関する市民意識調査結果報告書

淀川区保健福祉課（子育て支援）

平成27年3月6日(１)期日


